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研究成果の概要（和文）：  

 ジャン    ン             両大戦間期フ ン の文学者の言語観が

研究対象である。まず   ン   人物につ て、彼の故郷ニ ムにつ て『フ ン 

文化事典』にコ ムを執筆し 。ま 『新フ ン 評論』の計量的分析を行  。 

 さらに   の詩作品 言語観に触れ 発表を    大学で  され    ン ジ

 ムで行  。 

 ま 、 ィ アム マ ク 氏 知己を得、彼の著作『文人伝』の翻訳を始め 。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 

 The object of my study is the literature authors who were active in the interwar period in France, such 

as Jean Paulhan, Michel Leiris. First, I wrote about the city where Paulhan grew up in the Dictionary of 

the French culture. And then, I analyzed La Nouvelle Revue Française, the literary review where 

Paulhan worked as director.  

  About Leiris, I presented his point of view of the language and his poetics in the symposium which 

held at the University of Bordeaux.  

  Then, I come to know Mr. William Marx ( professor of the University of Paris 10 ), specialist of the 

literary tradition from the Antiquities to the modern age. I started the translation of his book entitled La 

Vie du littré, which contains the abondant informations about the traditional consistency of how the 

authors view the language as a tool of viewing the world itself. 
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１．研究 始当初の背景 

  

研究 始当初、筆者の関心は、 ュ  ア

  ム 、文化人類学の知見に影響を受け 

著作家の作品に関心を持 て  。個々の作

家、アン   ブ トン、ジョ ジュ バタ

イユなど、それぞれの潮流を主導し 作家を

中心 して、テク トを精読するこ でその

独自性を見極めるこ が必要であ  。その

 えで、時代背景を研究するこ で、同時代

性に意識し 読解が必要 な  。さらに、

同時代性を歴史的な視点から、ながめるこ 

によ て、このフ ン 両大戦間期フ ン 

の知的世界の活気を 19 世紀後半から本格化

する植民地帝 主義 産業資本主義   

 近代社会へのひ つの批判的な思想 し

てみるこ ができな か   課題に出会

 こ にな  。 

 

２．研究の目的 

 

韻文 散文にかかわらず、文学者は、自

らの表現媒体である言語をど みなして 

るのか。ま 言語をめぐる意識は作品に 

かなる形で反映されるのか。文学 言語の

問題は、古典古代の雄弁学 修辞学にはじ

まり、中世の普遍論争における唯名論、絶

対王政期のヨ ロッパ諸言語間の翻訳の問

題、19世紀のフ ン の      、 

ン  、マ  メ    詩人達の詩的言

語の見直しを経て、20世紀、両大戦間期に

登場し 文学的前衛、すなわちダダイズム

  ュ  ア  ム、    文学運動に

  るまで、様々に変奏されてき 。本研

究は、 くに 20世紀のフ ン にお て、

言語中心主義的な思考の文学（すなわち、

現実を観察する   人間の科学的認識は、

比喩 文彩     ト ック   色眼

鏡を通してしか行われえな    考え）

における水脈をジャン    ン   20

世紀前半のフ ン の文壇を主導し   

 てもよ 編集者を中心に辿り直す   

試みである。 

 

 

３．研究方法 

 2年間計画の ち、古代から 20世紀にかけ

てのヨ ロッパを中心 し 文学史を、言語

中心的文学観   観点から連続的に ら

え直す   大 なる目標の下、その転回点

を隠すはずである 20 世紀前半、 くに両大

戦間期の文学を『新フ ン 評論』および同

誌の中心的人物であ  ジャン    ンを

中心に研究する。書簡 評論などの現地調査

を含め、これまで出版されてき 関係資料を

積極的に蒐集し、分析する。 

 ま 本研究の理論的枠組み は、19世紀後

半のマ  メの詩論、20世紀前半にあらわれ

 フ  ディナン   ソ ュ  の言語

論 記号学、それに触発され 構造主義文学

論、ヌ ヴォ  ロマンなどのより現代的な

文学運動を形成し 言語観である。 ずれの

分野も相当程度研究されており、わ しはそ

れらの研究成果を集め、言語中心主義的文学

観   設定の普遍性を提示するべく研究

をする。 

 その上で、ジャン    ン、     

       作家の具体的な事例に寄り

添 形で仮説を検証するこ になる。研究は

次のよ に５つのテ マに分け 。 

 

①『新フ ン 評論 Nouvelle Revue Française』

誌の計量的分析。   ンが編集長をつ め

 期間（1925〜1940）にこの雑誌に顕著な特

徴が見られな かを分析する。 

②ジャン    ンの資料収集 

ジャン    ン   人物は作家   よ



りも上述し 雑誌の編集長 して著名であ

り、彼のテク トがフ ン  日本で十分に

読まれて る は言 が  。 は え、こ

こ十年ほど、   ンの娘が   ンの書簡

 未発表テク トを精力的に資料 して出

版し始め、ガ マ  社からも全集の刊行が

はじま て る。こ し 資料を含め、これ

までの   ンがさまざまな媒体に書  

り、話し ものを蒐集する。 

 

③書簡集の分析 

   ンが雑誌に寄稿する作家に、なにを求

め のか、つまり、当時の作家 知識人の関

心の所在を近年出版され 書簡集での り

 りを通じて具体的に研究する。 

 

④言語中心主義的言語観を早 時期から（す

なわち 20 世紀後半に構造主義   ト構造

主義を通してその存在が明白になる前から）、

実践して  作家を中心にその様態をテク

 トから分析する。具体的には、 ュ  ア

  トであり、文化人類学者であり、精神分

析治療を受け            人物

のテク トがその研究の対象 な  。 

 

⑤    ンの言語中主義的文学観の再理

論化への試み。 

   ンは、修辞学の復権を 1936 年に『タ

 ブの花』で訴え 、修辞学（ ト ック）

は古代ギ  ャ ロ マの詩学 雄弁術の基

本 して少なく も 19 世紀前半に至るまで

は教育の確固 る基礎 して学ばれて  。

近代に入る 修辞学は、実証主義にはそぐわ

な もの して排除されて く。それでも 

  ンは、思考の枠組み して修辞学こそが

人間精神を作動させて る   こ を主

張し 。 

 この   ンの主張を、まずは古典的修辞

学の歴史を概観しつつ、現代の構造主義者 

ちによる ト ック論（ジ     ジュネ

ット、ジャック デ ダ、      ゥギ

 、ブ ュノ ク マン）のなかでその存在

意義を理論的に見出すこ ができるのかを

検証する。 

 

 
４．研究成果 

 学者は、自らの表現媒体である言語をど

 みなして るのか。ま 言語をめぐる意

識は作品にお て かなる形で反映される

のか   問題は、古典古代から現代に 

 るまで長 水脈を  て る。本研究に

お ては、ジャン    ン      

       両大戦間期に文壇に活 し

 批評家 詩人の言語観を中心に考察を行

  が、その 果、研究の つの方 性で

行われるこ にな  。 

   に、ジャン    ン   人物に

つ て調査を続行して る。人物研究の 

産物 して、彼の まれ故郷であるニ ム

につ て『フ ン 文化事典』にコ ムを

執筆し 。ま 『新フ ン 評論』の計量

的分析、すなわちこの雑誌の編集長 して

   ンが かなる編集方 で編集を行 

てき かを調査し 。その 果、ジャン 

   ンが編集長にな てから人類学の分

野で活 する人物の評論なり作品を  し

てき こ が特徴 して明らかになる。こ

こから  の方 性が表れてき 。文学 

人類学の両方に  を   文学者は  

が、その中でも        は、ジャ

ン    ン も近く、独特の言語観を持

 て  。    大学で  され   

 ン ジ ムでは、   の詩作品 言語

観に触れ 発表をフ ン 語で行  。 

  三に、研究の目的 して触れ 古典古代

の雄弁学 修辞学にはじまり、現代へ  



 る文学者の文学観の歴史の泰斗である、

フ ン 人研究者の ィ アム マ ク 

氏 知己を得、彼の著作『文人伝』の翻訳

に  するこ にな  。この評論では、

 の     を問わず、文学愛好者の言

語意識につ て  よく触れられており、

本研究にお て大 に役立つ内容を備えて

 る。 

   に、言語観が社会からどれ け影響

を受けて るのか   問題 出会  。

関心を  する研究者  もに 地に こ

るモダニズム運動を研究する モダニズム

研究会 を立ち上  。 後さらに発 が

期 される研究 なるであ  。 
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